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は
じ
め
に

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
毎
年
八
月
八
日
の
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ
て
、
七
日
、
奈
良
宝
山
寺
で
、
ご
所
蔵
の
世
阿
弥
自
筆
能
本
な
ど

の
貴
重
文
献
展
観
が
行
わ
れ
て
い
た
。
世
阿
弥
の
筆
跡
の
前
に
座
り
込
ん
で
、
同
好
の
士
と
あ
れ
こ
れ
語
り
合
う
の
は
、
能
楽
研
究
者
と

し
て
至
福
の
刻
だ
っ
た
。
毎
年
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
小
稿
を
草
し
て
も
い
る
。
早
い
再
開
を
祈
っ
て
い
る

）
1
（

。

　

本
稿
は
「
世
阿
弥
自
筆
本
〈
江
口
〉
の
成
立
│
観
阿
弥
作
〈
江
口
遊
女
〉
・
犬
王
作
〈
竿
ノ
哥
（
室
君
）
〉
か
ら
│
」
（
「
銕
仙

723
号
」
研

究
十
二
月
往
来

405
、
令
4
・
5
）
と
題
し
て
草
し
た
小
論
に
、
京
都
女
子
大
公
開
講
座
（
令
4
・
11
・
7
）
に
お
い
て
講
演
し
た
内
容
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
「
世
阿
弥
自
筆
能
本
〈
江
口
〉
か
ら
│
『
古
事
談
』
系
説
話
と
の
出
会
い
│
」
（
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ

393
号
」
昭
59
・
12
）
（
田
口
1

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
二
号　

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日

二
〇
二
二
年
度
公
開
講
座

　
　
観
阿
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阿
弥
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と
す
る
）
に
お
い
て
、
宝
山
寺
蔵
世
阿
弥
自
筆
能
本
〈
江
口
能
〉
（
以
下
〈
江
口
能
〉
と
云
う
）
に
お
け
る
訂
正
・
切
継
ぎ
に
注
目
し
、

奥
付
の
応
永
三
十
一
年1424

以
前
に
、
既
に
成
立
し
て
い
た
完
曲
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
古
事
談
系
の
普
賢
遊
女
説
話
に
よ
る
訂
正
・

切
継
ぎ
を
加
え
て
、
金
春
禅
竹
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
二
段
階
成
立
説
に
は
、
落
合
博
志
氏
「
〈
江
口
〉
の
構
想

と
成
立
│
形
成
の
問
題
を
中
心
に
│
」
（
「
能
研
究
と
評
論
15
号
」
昭
62
・
5
）
の
「
応
永
三
十
一
年
に
お
け
る
世
阿
弥
の
新
作
」
と
す
る

批
判
が
あ
り
、
現
在
で
は
そ
の
新
作
説
が
有
力
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
落
合
論
は
私
と
同
じ
く
自
筆
能
本
を
検
討
し
て
、
「
世
阿
弥
は
、

初
案
を
一
度
書
き
終
え
た
後
に
終
曲
で
シ
テ
が
普
賢
菩
薩
と
現
れ
る
形
に
改
め
、
そ
れ
に
伴
っ
て
第
2
・
6
段
の
ア
イ
詞
の
シ
テ
の
本
体

に
関
す
る
文
言
を
訂
正
な
い
し
加
筆
し
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
書
き
終
え
た
」
と
す
る
点
で
は
田
口
1
の
結
論
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ

で
い
て
新
作
説
に
な
る
の
は
、
「
初
案
段
階
か
ら
遊
女
普
賢
説
話
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
推
察
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
、
「
初
案
」
が
完
曲
と
し
て
成
立
し
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
、
確
た
る
根
拠
に
な
ら
な
い
。
以
下
、
自
筆
能
本

を
検
討
し
、
新
た
な
根
拠
に
依
っ
て
〈
江
口
能
〉
成
立
二
段
階
、
実
は
三
段
階
説
に
な
る
の
だ
が
、
を
改
め
て
主
張
し
た
い
。
な
お
、
落

合
論
の
中
で
、
新
作
説
以
外
の
、
「
想
像
・
臆
説
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
見
解
は
、
今
回
の
小
論
と
重
な
る
部
分
が
多
い
が
一
々
に
は
触

れ
な
い
。

　
　
　
　
一
　
世
阿
弥
作
〈
江
口
能
〉
と
観
阿
弥
作
〈
江
口
遊
女
〉

　

こ
こ
で
は
、
〈
江
口
能
〉
の
修
正
・
切
継
前
の
元
の
形
（
元
〈
江
口
能
〉
と
す
る
）
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
「
五
音
」
上
幽
曲
に
「
江
口
遊
女　

亡
父
曲　

ソ
レ
十
二
因
縁
ノ
」
と
あ
る
。
先
行
説
は
、
「
作
曲
者
は
観
阿
弥
で
あ
る
。
作
詞
者
も
同

人
で
あ
る
可
能
性
が
な
く
は
な
い
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
解
説
）
と
い
う
段
階
か
ら
、
「
『
五
音
』
が
意
味
す
る
の
は
、
〔
ク

リ
〕
〔
サ
シ
〕
〔
ク
セ
〕
が
観
阿
弥
の
作
曲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
作
詞
に
ま
で
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
（
中
略
）
現
行
形
態
は
、
む
し
ろ



観
阿
弥
・
犬
王
か
ら
世
阿
弥
へ

3

世
阿
弥
作
」
（
伊
藤
正
義
氏
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
上
各
曲
解
題
）
と
い
う
見
解
に
な
り
、
現
在
で
は
、
観
阿
弥
作
曲
の
こ
の

曲
舞
を
用
い
て
、
世
阿
弥
が
〈
江
口
〉
を
作
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
曲
舞
の
詞
章
の
中
に
は
、
遊
女
に
直
接
す

る
言
葉
「
川
竹
の
流
れ
の
女
と
な
る
」
「
翠
帳
紅
閨
に
枕
を
並
べ
し
妹
背
」
は
あ
っ
て
も
、
「
江
口
」
そ
の
も
の
に
関
連
す
る
言
葉
は
一
切

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
「
遊
女
曲
舞
」
で
は
な
く
「
江
口
遊
女
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
、
世
阿
弥
自
身
が
〈
江
口
能
〉
の
中

に
利
用
し
た
か
ら
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
観
阿
弥
作
の
完
曲
〈
江
口
遊
女
〉
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
今
回
私

は
、
そ
の
完
曲
が
世
阿
弥
作
〈
江
口
能
〉
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
れ
が
発
見
で
き
れ
ば
、
観
阿
弥
作
の
能

が
存
在
し
た
確
か
な
根
拠
と
な
る
。
本
稿
の
第
一
の
論
点
で
あ
る
。

〈
江
口
能
〉
を
読
む

　

以
下
、
世
阿
弥
作
〈
江
口
能
〉
を
全
小
段
（
1
～
12
）
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
読
む
。
次
に
掲
げ
る
①
②
二
つ
の
観
点
に
留
意
す
る
。

　

① 

「
統
一
イ
メ
ー
ジ
」
世
阿
弥
作
能
に
は
統
一
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
小
西
甚
一
氏
の
提
言
が
あ
る
。
横
道
万
里
雄
氏
が

賛
同
さ
れ
て
「
統
象
」
と
名
付
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅲ
『
能
の
作
者
と
作
品
』
）
。

　
　
「
忠
度
」
の
「
花
」
、
「
融
」
の
「
月
」
の
よ
う
に
、
能
一
番
を
通
し
て
流
れ
続
け
る
物
象
・
事
象

　
　
〈
江
口
能
〉
の
場
合
は
、
主
イ
メ
ー
ジ
は
「
月
」
、
副
イ
メ
ー
ジ
は
「
舟
」
と
見
ら
れ
る
。

　

②
「
修
正
・
加
筆
部
分
」
特
に
「
元
」
の
場
合
を
確
認
。

1
ワ
キ
僧
た
ち
登
場　

僧
た
ち
が
都
か
ら
江
口
の
里
に
着
き
、
石
塔
を
見
る
。

　

○
月
・
舟
ア
リ　
「
月
ハ
ム
カ
シ
ノ
ト
モ
」　
「
ヨ
ト
ノ
カ
ワ
フ
ネ
」　　

○
修
正
ナ
シ

2
ア
イ
の
教
え　

里
人
は
、
江
口
の
君
と
い
う
遊
君
の
跡
、
歌
人
で
、
観
音
の
化
身
、
西
行
上
人
と
の
贈
答
歌
が
あ
る
と
教
え
る
。

　

○
月
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ア
リ
「
ク
ワ
ン
ヲ
ン
ノ

↓

フ
ケ
ン
ホ
サ
ツ
ノ
」
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3 
ワ
キ
の
詠
嘆
、
江
口
の
君
を
偲
び
、
西
行
法
師
の
歌
「
世
の
中
を
厭
ふ
ま
で
こ
そ
難
か
ら
め
仮
の
宿
り
を
惜
し
む
君
か
な
」
を
口
ず
さ

む
。

　

○
月
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ナ
シ

4 

シ
テ
・
ワ
キ
の
問
答　

シ
テ
里
の
女
が
登
場
し
、
西
行
法
師
ヘ
の
返
歌
「
世
を
厭
ふ
人
と
し
聞
け
ば
仮
の
宿
に
心
留
む
な
と
思
ふ
ば
か

り
ぞ
」
を
詠
じ
、
惜
し
ん
だ
の
で
は
無
く
、
諫
め
た
の
だ
と
云
う
。

　

○
月
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ア
リ
「
返
事

↓

カ
エ
シ
」

5
シ
テ
の
中
入
り　

里
の
女
は
「
江
口
の
君
の
幽
霊
」
だ
と
云
っ
て
消
え
る
。

　

○
月
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ア
リ
「
タ
レ
ヤ
ラ
ン

↓
イ
カ
ナ
ラ
ン
」

6 

ア
イ
の
教
え　

尊
い
人
が
「
昔
の
江
口
の
長
が
川
舟
で
遊
び
、
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
て
天
に
上
が
る
」
と
い
う
夢
を
見
、
幻
に
も
月
夜

に
見
え
る
と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
昔
の
江
口
の
長
の
舟
遊
び
を
待
て
と
ア
イ
は
教
え
る
。

　

 

○
月
・
舟
ア
リ　
「
カ
ワ
フ
ネ
」
「
月
ヨ
」
「
フ
ナ
ア
ソ
ビ
」　　

○
修
正
ア
リ
「
カ
ブ
ノ

↓

フ
ケ
ン
」
、
補
筆
「
マ
コ
ト
ワ
ム
カ
シ
ノ
エ
ク

チ
ノ
チ
ヤ
ウ
ワ
フ
ケ
ン
ホ
サ
ツ
ノ
ケ
ン
〳
〵
ト
コ
ソ
申
ツ
タ
エ
テ
候
ヘ
」

7
ワ
キ
の
待
受
け　

法
師
が
弔
お
う
と
す
る
と
、
遊
女
の
舟
遊
び
が
現
れ
る
。

　

○
月
・
舟
ア
リ　
「
月
ノ
ヨ
モ
ス
カ
ラ
」
「
月
ス
ミ
ワ
タ
ル
」
「
フ
ナ
ア
ソ
ヒ
」
「
月
ニ
」　　

○
修
正
ナ
シ

8
後
シ
テ
・
ツ
レ
の
登
場　

遊
女
た
ち
が
舟
に
乗
っ
て
歌
う
。

　

○
月
ナ
シ
・
舟
ア
リ　
「
カ
ワ
フ
ネ
」　　

○
修
正
ナ
シ

9 

シ
テ
・
ワ
キ
の
問
答　

法
師
の
尋
ね
に
答
え
て
、
女
は
「
い
に
し
へ
の
、
江
口
の
遊
女
の
川
逍
遙
の
、
月
の
夜
舟
」
と
答
え
、
棹
の
歌

を
歌
う
。
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○
月
・
舟
ア
リ　
「
月
ノ
ミ
ツ
ノ
」
「
舟
ノ
ウ
チ
」
以
下
、
月
3
例
、
舟
4
例

　

○
修
正
ア
リ　
「
ツ
レ
女

↓

女
」
「
ナ
ク
サ
マ
ン

↓

ア
ソ
ハ
ン
」

10
シ
テ
の
曲
舞　

六
道
の
流
転
と
遊
女
と
な
る
嘆
き

　

○
月
ア
リ
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ア
リ　
「
テ
ン
ニ
ン
チ
ウ

↓

ニ
ン
チ
ウ
」

11
シ
テ
の
舞
と
ワ
カ　

シ
テ
が
舞
い
、
悟
り
の
境
地
を
歌
う
。

　

○
月
・
舟
ナ
シ　
　

○
修
正
ナ
シ
、
切
り
継
ぎ
ア
リ　
　

○
追
記
「
ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
」
・
「
マ
イ
ア
ル
ヘ
シ
」

12
シ
テ
昇
天　

女
は
悟
り
の
境
地
を
示
し
、
普
賢
菩
薩
と
現
じ
、
舟
は
白
象
と
な
り
、
白
雲
に
乗
っ
て
、
西
の
空
に
行
く
。

　

○
月
・
舟
ア
リ　
「
月
ユ
キ
ノ
フ
ル
事
」
「
フ
ネ
ワ
ビ
ヤ
ク
ザ
ウ
ニ
」

　

 

○
修
正
ア
リ　
「
ホ
サ
ツ
ト
ナ
リ

↓

ホ
サ
ツ
ト
ア
ラ
ワ
レ
」
「
ビ
ヤ
ク
ザ
ウ
ニ
ア
ラ
ワ
レ

↓

ビ
ヤ
ク
ザ
ウ
ト
ナ
リ
ツ
ヽ
」
「
ク
モ
ノ
ナ
ミ
ニ

↓

ハ
ク
ウ
ン
ニ
」

　

奥
書　

応
永
三
十
一
年
九
月
二
十
日　

世
書
」

　

巻
末
に
曲
舞
演
出
注
あ
り

統
一
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
ま
と
め

　
〈
江
口
能
〉
各
小
段
に
お
け
る
主
イ
メ
ー
ジ
「
月
」
・
副
イ
メ
ー
ジ
「
舟
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
9
小
段
に
「
江
口
の
遊
女
の
川

逍
遙
の
月
の
夜
舟
」
と
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
輝
く
月
光
と
遊
女
た
ち
の
乗
る
舟
の
イ
メ
ー
ジ
と
が
結
び
つ
い
て
、
印
象
的
な
表
現
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
し
、
同
じ
「
月
」
で
あ
っ
て
も
、
「
舟
」
と
結
び
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
10
小
段
に
見
え
る
「
秋
風
蘿
月
」
と
12
小
段
に
見
え
る

「
月
雪
の
古
事
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
そ
の
場
を
照
ら
す
月
光
で
あ
る
よ
り
、
修
辞
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
す
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な
わ
ち
、
10
の
場
合
は
、

　
　

秋
風
蘿
月
に
言
葉
を
交
は
す
賓
客
も　

去
っ
て
来
た
る
こ
と
も
な
し

　
　

翠
帳
紅
閨
に
枕
を
並
べ
し
妹
背
も　

い
つ
の
間
に
か
は
隔
つ
ら
ん

と
い
う
対
句
の
一
部
分
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

12
小
段
の
「
月
雪
の
古
事
」
も
「
ふ
る
こ
と
」
と
云
う
通
り
、
現
実
の
そ
れ
で
は
な
い
。
私
は
、
世
阿
弥
が
「
月
・
舟
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
用
い
る
よ
り
前
の
段
階
か
ら
、
10
・
12
小
段
の
「
月
」
は
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
認
定
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
10
小
段
は
「
月
・
舟

ナ
シ
」
の
部
類
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
12
小
段
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
光
と
と
も
に
」
が
「
月
光
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

小
段
全
体
と
し
て
は
「
月
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
元
〈
江
口
能
〉
は
、
統
一
イ
メ
ー
ジ
の
有
無
に
依
っ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
「
月
・
舟
」
の
あ
る
小
段　

1
・
6
・
7
・
8
・
9
・
（
切
継
ぎ
後
12
）

　
「
月
・
舟
」
の
無
い
小
段　

2
・
3
・
4
・
5
・
10
・
（
切
継
ぎ
前
・
後
11
）

と
な
る
。
こ
の
「
月
・
舟
」
の
無
い
小
段
に
、
前
に
見
た
観
阿
弥
作
曲
と
確
認
で
き
る
10
曲
舞
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　
　
　
二
　
典
拠
の
問
題
と
観
阿
弥
作
〈
江
口
遊
女
〉

　

江
口
と
い
う
場
所
が
観
阿
弥
・
世
阿
弥
の
頃
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
。
平
安
時
代
に
は
最
も
有
名
な
遊
里
で
あ
っ
て
、
大
江

匡
房
の
「
遊
女
記
」
（
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
）
に
は
江
口
・
神
崎
・
蟹
島
と
並
べ
て
、
「
江
口
は
観
音
が
祖
を
為
せ
り
」

と
す
る
。
「
祖
」
（
は
じ
め
）
」
は
こ
こ
で
は
「
長
者
」
を
意
味
す
る
。
「
江
口
の
長
」
は
「
観
音
」
で
あ
っ
た
。
藤
原
道
長
が
観
音
の
妹
女

郎
の
「
小
観
音
」
を
召
し
た
と
い
う
説
話
が
「
古
事
談
」
巻
二
に
み
え
る
が
、
江
口
を
通
っ
て
住
吉
・
天
王
寺
へ
参
る
貴
顕
は
皆
こ
こ
の
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遊
女
を
召
し
て
い
た
。
「
賀
陽
院
水
閣
歌
合
」
（
長
元
八
年1035

）
の
住
吉
詣
の
記
に
「
過
江
口
間
、
遊
女
舟
数
隻
任
波
容
興
、
光
粉
妖
冶

歌
曲
幽
咽
」
と
す
る
な
ど
は
、
舟
に
乗
る
遊
女
の
実
態
を
良
く
写
し
て
い
る
。
室
町
時
代
初
め
に
は
様
変
わ
り
し
て
い
た
よ
う
で
、
二
代

将
軍
足
利
義
詮
の
「
住
吉
詣
」
（
続
群
書
類
従
）
に
は
、
貞
治
三
年1364

の
四
月
、
義
詮
一
行
が
淀
か
ら
舟
に
乗
っ
て
江
口
に
着
い
た
と

き
の
記
述
が
あ
る
。

　

 　

江
口
の
里
と
い
ひ
て
し
ば
し
舟
を
と
ど
め
て
か
な
た
こ
な
た
な
が
め
あ
り
き
け
る
に
日
も
暮
れ
ぬ
。
い
に
し
へ
西
行
法
師
こ
の
所
に

や
ど
り
せ
し
こ
と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、

　
　
　

惜
み
し
も
お
し
ま
ぬ
人
も
と
ど
ま
ら
ぬ
仮
の
や
ど
り
と
一
夜
ね
ま
し
を

　

こ
の
記
事
か
ら
は
、
後
に
云
う
西
行
・
妙
説
話
が
定
着
し
て
、
江
口
が
観
光
名
所
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
が
、
遊
女
舟
の
こ
と

は
気
配
も
無
い
。
義
詮
の
関
心
と
元
〈
江
口
能
〉
に
お
け
る
西
行
・
妙
説
話
の
扱
い
と
は
み
ご
と
に
一
致
し
て
い
る
。
想
像
に
過
ぎ
な
い

が
、
義
詮
の
こ
の
文
章
が
江
口
の
君
の
石
塔
を
産
み
、
観
阿
弥
は
そ
の
話
題
か
ら
〈
江
口
遊
女
〉
を
作
っ
た
、
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

証
拠
は
無
い
。

　

6
小
段
の
ア
イ
の
教
え
は
、
世
阿
弥
が
ど
の
よ
う
な
構
想
で
元
〈
江
口
能
〉
を
書
い
た
の
か
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
構
想
と
密
接

に
関
わ
る
セ
リ
フ
が
2
小
段
に
一
つ
だ
け
存
在
す
る
。
修
正
部
分
で
あ
る
。
こ
の
石
塔
は
江
口
の
君
の
跡
の
し
る
し
だ
と
教
え
た
後
に
「
こ

れ
は
歌
人
に
て
ゐ
ら
れ
候
ひ
け
る
が
、
ま
こ
と
は
観
音
の
化
身
な
ど
と
申
し
伝
へ
て
候
。
西
行
上
人
も
歌
を
詠
ま
れ
て
候
ひ
け
る
に
、
面

白
き
返
歌
を
せ
ら
れ
た
り
け
る
な
ん
ど
申
し
伝
へ
て
候
」
と
云
う
。
「
観
音
の
」
が
「
普
賢
菩
薩
の
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

を
含
む
「
ま
こ
と
は
観
音
の
化
身
な
ど
と
申
し
伝
へ
て
候
」
が
不
審
な
の
で
あ
る
。
「
観
音
」
で
あ
れ
「
普
賢
菩
薩
」
で
あ
れ
、
そ
れ
が
問

題
に
な
る
の
は
シ
テ
江
口
の
君
の
幽
霊
が
消
え
た
後
、
中
入
り
後
の
事
で
あ
っ
て
、
2
小
段
の
段
階
で
云
う
べ
き
内
容
で
は
無
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
後
の
3
・
4
・
5
小
段
の
中
で
も
こ
れ
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
世
阿
弥
の
構
想
で
は
大
切
な
要
素
で
あ
っ
た
た
め
に
、
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先
走
っ
て
書
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
2
小
段
と
し
て
は
、
こ
れ
を
括
弧
に
入
れ
、
後
補
の
も
の
と
し
て
読
む
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。
2
の
残
り
と
3
・
4
・
5
小
段
に
描
か
れ
る
の
は
、
西
行
法
師
が
江
口
の
遊
女
妙
と
歌
を
贈
答
し
た
と
い
う
「
新
古
今
集
」

羈
旅
に
収
め
ら
れ
た
逸
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
山
家
集
」
雑
、
「
撰
集
抄
」
巻
九
「
江
口
遊
女
事
」
、
「
西
行
物
語
」
な
ど
に
見
え
、
西
行
が

遊
女
に
や
り
込
め
ら
れ
る
型
の
説
話
に
な
っ
て
い
る
。
遊
女
の
名
を
「
妙
」
（
た
へ
）
と
す
る
の
は
「
新
古
今
集
」
以
来
の
こ
と
だ
が
、
元

〈
江
口
能
〉
で
は
、
「
江
口
の
君
」
2
・
3
・
5
・
7
、
「
江
口
の
遊
女
」
9
、
「
江
口
の
長
」
6
と
表
記
さ
れ
、
「
妙
」
の
名
は
12
小
段
キ
リ

の
「
白
妙
の
」
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
キ
リ
で
は
、
そ
の
後
に
「
西
の
空
に
行
き
給
ふ
」
と
「
西
行
」
の
名
も
隠
し
な
が
ら

見
せ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
西
行
・
妙
説
話
は
元
〈
江
口
能
〉
の
中
で
は
、
前
場
2
～
5
と
後
場
の
12
（
部
分
）
の
典
拠
に
な
っ
て
い
る
と
認
定
で

き
る
。
そ
れ
に
10
曲
舞
を
加
え
た
も
の
が
、
統
一
イ
メ
ー
ジ
か
ら
見
た
観
阿
弥
作
の
能
〈
江
口
遊
女
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
結
論
の
前
に
、
も
う
一
つ
別
の
要
素
を
考
え
る
べ
き
小
段
が
あ
る
。
5
小
段
で
あ
る
。
こ
の
小
段
に
は
、
僧
の
問
い
に
答
え

て
女
が
「
江
口
の
流
れ
の
君
」
だ
と
答
え
た
後
に
、
も
う
一
段
の
問
答
が
な
さ
れ
て
「
江
口
の
君
の
幽
霊
」
だ
と
明
か
す
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
細
か
い
節
付
け
が
施
さ
れ
て
い
る
。
似
た
細
か
い
節
付
け
は
8
小
段
（
遊
女
舟
の
登
場
）
、
9
小
段
（
棹
の
歌
）
の
二
箇
所
に

見
ら
れ
る
。
こ
の
二
箇
所
と
も
、
元
〈
江
口
能
〉
の
眼
目
の
場
所
で
あ
っ
て
、
世
阿
弥
が
新
し
く
作
り
込
ん
だ
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
と
同
様
に
、
5
小
段
の
節
付
け
が
細
か
い
部
分
は
、
「
月
」
「
舟
」
は
無
い
け
れ
ど
、
世
阿
弥
が
新
し
く
作
り
加
え
た
と
こ
ろ
と
見
た
い
。

　

改
め
て
観
阿
弥
作
〈
江
口
遊
女
〉
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　

①
（
ワ
キ
旅
僧
が
登
場
し
、
江
口
の
里
に
着
き
、
石
塔
を
見
る
。
）

　

②
ア
イ
里
人
が
、
石
塔
は
江
口
の
君
の
跡
で
あ
る
こ
と
、
西
行
と
の
贈
答
歌
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
る
。

　

③
僧
が
「
世
の
中
を
厭
う
ま
で
こ
そ
」
の
歌
を
詠
じ
る
。
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④
シ
テ
里
の
女
が
呼
び
か
け
で
登
場
し
、
「
世
を
厭
う
」
の
歌
を
引
い
て
問
答
し
、
宿
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
由
を
述
べ
る
。

　

⑤
（
女
は
江
口
の
流
れ
の
君
だ
と
明
か
し
）
曲
舞
を
歌
う
。

　

⑥
シ
テ
江
口
の
君
の
舞
。
（
ワ
カ
は
切
り
継
が
れ
て
不
明
）

　

⑦
（
僧
の
弔
い
を
受
け
て
）
シ
テ
江
口
の
君
は
悟
り
の
境
地
を
示
し
、
「
白
妙
の
」
雲
に
乗
っ
て
「
西
の
空
に
行
」
く
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
、
観
阿
弥
の
能
〈
江
口
遊
女
〉
は
中
入
り
を
伴
う
複
式
夢
幻
能
で
は
な
く
、
シ
テ
里
の
女
が
ワ
キ
と
の
問
答

の
末
、
江
口
の
君
（
遊
女
妙
）
で
あ
る
本
体
を
明
か
し
、
遊
女
の
境
界
を
示
す
曲
舞
を
歌
っ
て
、
極
楽
往
生
す
る
、
と
い
う
内
容
の
一
場

物
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
中
心
と
な
る
の
は
、
問
答
と
曲
舞
で
あ
る
。
西
行
そ
の
人
を
代
理
す
る
よ
う
な
旅
僧
が
里
の
女
に
や
り
こ

め
ら
れ
る
問
答
の
面
白
さ
と
、
観
阿
弥
得
意
の
曲
舞
を
聞
か
せ
る
曲
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

　

落
合
氏
は
こ
の
観
阿
弥
作
部
分
に
つ
い
て
、
「
該
曲
舞
は
本
来
完
曲
の
一
部
で
あ
っ
た
」
と
し
、
「
撰
集
抄
」
巻
九
第
八
話
の
西
行
・
妙

説
話
に
触
れ
、
そ
こ
に
付
加
さ
れ
た
遊
女
の
罪
業
述
懐
を
引
い
て
、「
『
撰
集
抄
』
の
江
口
遊
女
説
話
に
基
く
現
在
能
形
式
の
古
曲
」
を
「
想

像
」
さ
れ
て
い
る
。

　

西
行
自
身
が
登
場
す
る
「
現
在
能
形
式
」
は
否
定
さ
れ
る
。
観
阿
弥
作
に
「
撰
集
抄
」
の
該
説
話
が
影
響
し
た
こ
と
は
、
曲
舞
の
完
成

度
か
ら
み
て
疑
問
は
残
る
が
、
可
能
性
は
あ
る

）
2
（

。

　
　
　
　
三
　
世
阿
弥
が
加
え
た
も
の
、
元
〈
江
口
能
〉
の
構
想

　

元
〈
江
口
能
〉
か
ら
観
阿
弥
作
部
分
を
差
し
引
い
た
「
小
段
1
・
5
の
僧
の
尋
ね
・
6
・
7
・
8
・
9
と
切
り
継
ぎ
前
の
11
・
12
の
歌

舞
の
菩
薩
昇
天
」
が
、
世
阿
弥
の
新
構
想
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
部
分
と
な
る
。
そ
の
骨
子
は
、
6
小
段
の
ア
イ
の
言
葉
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
が
、
小
段
を
追
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
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小
段
1
「
北
陸
道
の
沙
門
」
が
都
か
ら
旅
立
つ
。
（
舟
便
に
よ
る
ら
し
い
）

　

小
段
2
江
口
の
君
は
「
ま
こ
と
は
観
音
（
修
正
ア
リ
普
賢
菩
薩
）
の
化
身
」
で
あ
る
と
言
う
。

　

小
段
5
江
口
の
君
の
「
幽
霊
」
で
あ
る
こ
と
の
確
認
。

　

小
段
6
江
口
の
長
が
月
夜
に
船
遊
び
を
し
、
歌
舞
の
菩
薩
（
修
正
ア
リ
普
賢
菩
薩
）
と
な
っ
て
昇
天
す
る
と
云
う
。

　

小
段
7
ワ
キ
僧
が
待
つ
所
へ
、
月
光
の
下
、
「
遊
女
の
歌
ふ
舟
遊
び
」
が
登
場
す
る
。

　

小
段
8
遊
女
た
ち
が
遊
女
の
境
涯
を
嘆
く
。

　

小
段
9
「
江
口
の
遊
女
の
川
逍
遙
の
月
の
夜
舟
」
だ
と
云
い
、
棹
の
歌
を
歌
う
。

　

小
段
11
舞
と
和
歌
（
切
り
継
ぎ
前
の
ワ
カ
不
明
）

　

小
段
12
観
音
（
修
正
ア
リ
普
賢
）
と
な
っ
て
船
は
雲
の
波
（
修
正
ア
リ
白
象
）
に
乗
っ
て
西
へ
行
く
。

　

こ
の
小
段
12
に
は
、
観
阿
弥
作
の
部
分
と
世
阿
弥
が
付
け
加
え
た
二
段
階
（
総
計
三
段
階
）
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
観
阿
弥
作
は
「
仮

の
宿
」
「
心
留
む
」
と
い
う
鍵
語
を
含
む
部
分
、
「
仮
な
る
宿
に
」
か
ら
「
諫
め
し
我
な
り
」
ま
で
と
先
に
指
摘
し
た
「
白
妙
の
」
「
西
の
空

に
行
き
給
ふ
」
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
元
〈
江
口
能
〉
は
切
り
継
ぎ
前
の
ワ
カ
（
「
面
白
や
」
で
始
ま
る
和
歌
）
と
、
小
段
6
で
予
告
さ
れ
て

い
た
、「
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
て
、
舟
に
乗
り
、
雲
の
波
に
乗
っ
て
西
の
空
へ
行
く
」
、
で
あ
る
。
修
正
後
の
形
は
、「
普
賢
菩
薩
と
な
っ
て
、

白
象
に
乗
り
、
白
雲
に
乗
っ
て
西
の
空
へ
行
く
」
、
と
な
り
、
現
行
と
同
じ
に
な
る
。
修
正
は
す
べ
て
普
賢
菩
薩
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
れ

で
三
段
階
目
の
〈
江
口
能
〉
の
完
成
と
な
る
。

　

世
阿
弥
は
シ
テ
を
「
妙
」
と
は
云
わ
ず
、
「
江
口
の
君
」
小
段
2
・
5
・
7
、
「
江
口
の
長
」
6
、
「
江
口
の
遊
女
」
9
と
云
っ
て
い
る
。

「
江
口
の
君
」
と
「
江
口
の
遊
女
」
は
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
っ
て
「
妙
」
と
も
重
な
り
、
観
阿
弥
作
と
の
矛
盾
は
無
い
が
、
「
江
口
の
長
」

は
問
題
で
あ
る
。
「
妙
」
は
「
長
」
で
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
繰
り
返
し
云
う
よ
う
に
、
昔
、
江
口
の
長
は
「
観
音
」
で
あ
っ
た
。
世
阿
弥
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は
こ
の
知
識
に
依
っ
て
、「
妙
」
の
名
を
裏
に
隠
し
、「
江
口
の
君
」
の
一
人
が
シ
テ
「
江
口
の
長
」
で
あ
っ
て
、「
観
音
の
化
身
」
で
あ
り
、

後
に
「
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
て
天
に
上
が
る
」
と
い
う
構
想
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
な
お
云
え
ば
、
開
眼
・
開
聞
の
要
所
に
、
遊
女
の
舟

遊
び
を
置
き
、
棹
の
歌
を
歌
わ
せ
た
の
も
、
最
初
か
ら
の
世
阿
弥
の
構
想
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
世
阿
弥
付
加
部
分
、
「
月
夜
、
遊
女
の
船
遊
び
・
棹
の
歌
・
菩
薩
の
舞
」
の
構
造
は
能
〈
室
君
〉
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
こ
と
に
、
「
棹
の
歌
」
と
名
付
け
ら
れ
る
遊
女
の
歌
が
あ
る
こ
と
は
、
内
容
こ
そ
違
う
け
れ
ど
、
こ
の
二
曲
の
特
色
と
な
る
部
分
で

あ
っ
て
、
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
〈
室
君
〉
と
〈
江
口
〉
、
い
ず
れ
が
先
行
す
る
の
か
、
従
来
か
ら

二
説
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
〈
室
君
〉
自
体
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
四
　
能
〈
室
君
（
竿
ノ
哥
之
能
）
〉
は
犬
王
作
の
天
女
舞
能

　
1
〈
室
君
〉
と
世
阿
弥
自
筆
〈
竿
ノ
哥
之
能
〉

　

能
〈
室
君
〉
は
金
春
流
・
観
世
流
の
現
行
曲
で
あ
る
。
は
じ
め
に
梗
概
を
確
認
す
る
。

　
　

播
州
室
の
明
神
に
仕
え
る
神
職
が
、
春
の
夜
、
室
君
た
ち
を
舟
に
乗
せ
、
囃
子
物
を
し
て
神
前
に
参
る
神
事
の
た
め
、
室
君
た
ち
を

呼
び
出
さ
せ
る
。
室
君
（
三
人
）
が
月
の
御
舟
に
乗
り
、
棹
の
歌
を
歌
い
神
楽
を
奏
す
る
と
、
シ
テ
韋
提
希
夫
人
が
出
現
、
舞
い
、
雲
に

乗
っ
て
虚
空
に
上
が
る
。

　

遊
女
三
人
の
う
ち
一
人
が
シ
テ
格
で
進
行
し
た
と
こ
ろ
へ
、
全
く
別
の
格
上
の
シ
テ
が
登
場
す
る
、
所
謂
「
護
法
型
」
と
云
わ
れ
る
、

世
阿
弥
以
前
か
ら
あ
る
古
能
の
形
式
で
あ
る
。
そ
の
故
に
〈
室
君
〉
は
古
能
で
あ
る
と
も
、
「
護
法
型
」
を
真
似
た
、
世
阿
弥
周
辺
、
あ
る

い
は
よ
り
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
来
た

）
3
（

。
〈
江
口
〉
と
の
先
後
関
係
も
、
こ
の
事
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

田
中
貴
子
氏
「
作
品
研
究
「
室
君
」
」
（
「
観
世
」
平
4
・
3
）
は
、
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
室
津
と
室
君
に
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関
す
る
説
話
伝
承
を
検
討
し
、
「
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
た
、
多
分
に
仏
教
的
な
色
彩
を
帯
び
た
室
君
説
話
の
流
れ
と
は
や
や
異
な
っ
た

文
脈
に
お
い
て
作
品
化
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
「
棹
の
歌
」
の
文
脈
か
ら
、
〈
室
君
〉
を
「
五
穀
豊
穣
を
祈
る
神
事
能
」
と
み
る
観

点
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
納
得
で
き
る
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
後
に
触
れ
る
。

　

能
〈
室
君
〉
に
つ
い
て
、
金
春
家
に
古
く
存
在
し
た
世
阿
弥
自
筆
能
本
を
記
録
し
た
「
能
本
三
十
五
番
目
録
」
に
、
「
此
外
ヨ
ロ
ホ
シ　

竿
ノ
哥
之
能
ア
リ　

不
審
也
」
と
あ
る
〈
竿
ノ
哥
之
能
〉
は
、〈
室
君
〉
の
事
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
私
も
そ
う
考
え
る
。
異
論
と
し
て
は
、

〈
室
君
〉
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
行
作
品
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
が
、
確
た
る
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
世
阿
弥
の
自
筆
能
本
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
世
阿
弥
は
〈
竿
ノ
哥
之
能
〉
（
以
下
〈
室
君
〉
と
し
て
論
じ
る
）
を
書
写
し
た
の
か
、
が
問
題
で
あ
る
。
護
法
型
の
単
純
な
構
成
で
、

分
量
も
少
な
い
小
品
で
あ
る
。
一
説
に
あ
る
よ
う
な
「
世
阿
弥
周
辺
」
の
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
書
写
保
存
す
る
必
要
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
な
の
に
世
阿
弥
自
筆
能
本
が
あ
る
。
特
別
の
理
由
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
は
、
そ
の
1
、
天
女
舞
の
能
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
2
、
世
阿
弥
が
こ
れ
を
用
い
て
元
〈
江
口
能
〉
を
作
っ
た
か
ら
、
の
二
つ
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
事
を
含
め
、
以
下
の
論
述

は
推
量
の
み
で
、
確
た
る
証
拠
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
元
〈
江
口
能
〉
の
成
立
を
論
じ
る
た
め
に
は
避
け
て
通
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
2
天
女
舞
、
〈
室
君
〉
と
〈
佐
保
山
〉

　

ま
ず
、
〈
室
君
〉
が
天
女
舞
の
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
あ
る
ま
い
。
竹
本
幹
夫
氏
「
天
女
舞
の
研
究
」
（
『
観
阿
弥
・
世
阿
弥

時
代
の
能
楽
』
明
治
書
院
、
平
11
）
で
も
、
〈
室
君
〉
は
「
世
阿
弥
関
係
の
天
女
の
能
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
〈
室
君
〉
を
、
い
わ
ゆ
る
ツ

レ
の
天
女
舞
に
対
し
て
、
「
仕
手
天
女
舞
」
と
す
る
伝
承
は
か
な
り
後
代
ま
で
残
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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世
阿
弥
に
と
っ
て
、
近
江
猿
楽
犬
王
の
天
女
舞
は
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

イ 
観
阿
ハ
天
女
ヲ
バ
セ
ズ
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
元
清
ニ
ハ
舞
フ
ベ
キ
由
、
遺
言
セ
ラ
レ
シ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
世
子
、
山
ト
ニ
於
キ
テ
舞
ヰ
初

メ
ラ
ル
。
（
「
申
楽
談
儀
」
別
本
聞
書
）

　
　

ロ 

天
女
の
舞
、
舞
の
本
曲
な
る
べ
し
。
是
を
当
道
に
移
し
て
舞
事
、
専
ら
な
り
。
近
江
の
犬
王
、
得
手
に
て
あ
り
し
也
。
さ
る
ほ
ど

に
、
「
天
女
の
舞
は
近
江
猿
楽
が
本
な
り
」
と
申
と
も
が
ら
あ
り
。
（
「
却
来
華
」
）

　

イ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
に
信
じ
る
な
ら
ば
、
父
観
阿
弥
の
没
年
は
至
徳
一
年1384

で
あ
り
、
そ
の
時
以
降
に
世
阿
弥
は
天
女
舞
を
舞
い

始
め
た
こ
と
に
な
る
。
ロ
か
ら
は
大
和
猿
楽
に
と
っ
て
も
天
女
舞
は
重
要
な
も
の
と
な
り
、
近
江
猿
楽
の
犬
王
の
得
意
芸
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
世
阿
弥
の
口
吻
か
ら
は
「
天
女
の
舞
は
犬
王
が
本
な
り
」
と
云
う
べ
き
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
女
舞
に
つ
い
て

は
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥
禅
竹
』
の
補
注
六
三
に
、
犬
王
の
天
女
舞
、
世
阿
弥
な
ら
び
に
そ
れ
以
降
の
天
女
舞
に
つ
い
て
要
領
良
く
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
前
記
竹
本
氏
論
に
よ
っ
て
的
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
各
曲
に
わ
た
る
詳
細
は
、
そ
れ
に
依
ら
れ
た
い
が
、
竹
本
氏

が
犬
王
の
天
女
舞
と
世
阿
弥
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
（
同
書

277
頁
）

　
　

○
天
女
舞
は
犬
王
に
よ
り
す
で
に
完
成
さ
れ
て
お
り
、
世
阿
弥
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た

　
　

○
世
阿
弥
の
天
女
舞
が
実
質
的
に
は
犬
王
の
天
女
の
模
倣
か
ら
出
発
し
た

　

私
は
、
こ
の
竹
本
氏
の
指
摘
を
、
犬
王
作
〈
室
君
〉
と
元
〈
江
口
能
〉
と
の
関
係
か
ら
実
証
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
た
め
に

は
、
障
害
と
な
る
先
行
論
が
一
つ
あ
る
。
落
合
博
志
氏
「
応
永
三
十
四
年
演
能
番
組
、
所
見
曲
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
」
（
「
能
と
狂

言
」
創
刊
号
、
平
15
・
4
）
で
あ
る
。
落
合
氏
は
そ
の
第
一
章
に
お
い
て
「
佐
保
姫
│
〈
室
君
〉
と
の
関
係
│
」
と
題
し
て
、
①
能
〈
佐

保
山
〉
（
「
佐
保
姫
」
と
同
曲
）
が
〈
室
君
〉
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
②
〈
室
君
〉
は
〈
江
口
〉
を
意
識
し
、
世
阿
弥
周
辺
で
作
ら
れ
た
、

と
い
う
二
つ
の
結
論
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
佐
保
山
〉
は
金
春
禅
竹
の
「
歌
舞
髄
脳
記
」
に
「
女
体
」
の
第
一
番
目
に
「
天
女
が
か
り
」
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と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
能
で
、
天
女
舞
を
披
露
す
る
曲
と
し
て
〈
室
君
〉
と
の
密
接
な
関
わ
り
が
あ
っ
て
当
然
の
曲
だ
が
、
今
は
、
両
者
の

先
後
が
問
題
に
な
る
。
落
合
論
を
引
く
。
〈
室
君
〉
の
ク
セ
冒
頭
の
部
分
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。

　
　

 「
裁
ち
縫
は
ぬ
、
衣
着
し
人
も
な
き
も
の
を
、
な
に
山
姫
の
、
布
さ
ら
す
ら
ん
、
佐
保
の
山
風
靜
か
に
て
、
日
影
も
匂
ふ
天
地
の
、
‥
」

と
『
古
今
集
』
雑
上
の
伊
勢
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
る
。
末
句
の
「
布
さ
ら
す
」
か
ら
「
竿
」
に
音
通
の
「
佐
保
」
に
繋
げ
た
形
で
あ

る
が
、
単
に
「
佐
保
（
竿
）
」
を
導
く
た
め
の
序
と
し
て
は
長
大
に
過
ぎ
、
佐
保
山
の
景
を
詠
ん
だ
歌
と
い
う
理
解
が
な
け
れ
ば
行
わ

れ
得
な
い
引
用
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
伊
勢
の
歌
は
吉
野
の
龍
門
の
滝
で
の
作
で
、「
古
注
釈
類
で
も
（
中
略
）
佐
保
山
と
結
び
付
け
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
」

と
さ
れ
、
〈
佐
保
山
〉
の
前
場
で
こ
の
歌
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
〈
室
君
〉
の
引
用
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
〈
佐
保
山
〉
先

行
説
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
伊
勢
の
歌
は
「
雑
歌
」
で
あ
っ
て
、
滝
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
夏
が
ふ
さ
わ
し
く
、
春
の
季
節
感
は
な
い
。
そ
れ
が
春

の
歌
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
山
姫
」
の
解
釈
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
試
み
に
岩
波
古
語
辞
典
を
引
く
と
、
「
山
を

守
る
女
神
。
秋
の
木
の
葉
を
染
め
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
」
と
し
て
「
源
氏
総
角
」
の
「
お
な
じ
枝
を
わ
き
て
染
め
け
る
（
山
姫
）
に

い
づ
れ
か
深
き
色
と
問
は
ば
や
」
が
用
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
秋
の
木
の
葉
‥
」
と
い
う
説
明
は
限
定
し
す
ぎ
で
あ
る
。
伊

勢
の
歌
に
も
こ
れ
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　
「
千
五
百
番
歌
合
」
に
見
え
る
藤
原
俊
成
の
言
葉
は
面
白
い
。
二
百
六
十
五
番
左
、
隆
信
朝
臣
「
さ
ほ
ひ
め
は
な
べ
て
み
ど
り
を
そ
む
れ

ど
も
、
す
み
れ
に
か
は
る
野
辺
の
色
か
な
」
に
つ
い
て
の
判
詞
で
あ
る
。
「
左
歌
、
さ
ほ
ひ
め
の
そ
む
る
心
、
お
ほ
か
た
は
、
山
姫
を
は
る

は
さ
ほ
ひ
め
と
い
ひ
、
秋
は
た
つ
た
ひ
め
と
は
い
へ
れ
ど
、
（
下
略
）
」
と
言
う
。
「
山
姫
は
季
節
を
司
る
女
神
で
あ
っ
て
、
春
に
は
「
佐
保

姫
」
、
秋
に
は
「
龍
田
姫
」
と
言
わ
れ
る
」
と
解
せ
る
。
季
節
を
春
と
指
定
す
れ
ば
、
「
山
姫
」
は
そ
の
ま
ま
春
の
女
神
「
佐
保
姫
」
と
読
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み
替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伊
勢
の
歌
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
載
せ
て
春
の
歌
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
云
え
よ
う
。
〈
室
君
〉

の
こ
の
ク
セ
は
、
四
季
を
描
い
て
豊
年
を
祝
う
と
い
う
内
容
で
あ
っ
て
、
そ
の
冒
頭
に
は
当
然
春
の
情
景
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
棹

の
歌
」
の
一
部
分
だ
か
ら
、
音
通
の
「
佐
保
」
も
利
か
せ
た
い
。
「
古
今
集
」
と
い
う
歌
の
出
自
の
め
で
た
さ
も
プ
ラ
ス
し
て
、
「
裁
ち
縫

は
ぬ
」
は
佐
保
姫
の
霞
の
歌
と
さ
れ
、
こ
こ
に
置
か
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
能
〈
佐
保
山
〉
を
先
行
さ
せ
て
考
え
る
必

要
は
な
く
な
る
。
〈
室
君
〉
先
行
説
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
、
落
合
氏
が
、
そ
の
補
注
３
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
〈
佐
保
山
〉
終
曲
の
ロ

ン
ギ
」
の
「
一
節
が
、〈
室
君
〉
の
前
半
部
に
投
影
し
た
」
と
い
う
関
係
も
、
逆
に
〈
室
君
〉
か
ら
〈
佐
保
山
〉
へ
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

該
ロ
ン
ギ
に
あ
る
「
棹
の
歌
・
・
そ
れ
は
遊
女
の
歌
ふ
」
と
い
う
表
現
も
そ
う
考
え
れ
ば
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。

　
〈
佐
保
山
〉
は
金
春
禅
竹
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
想
像
で
し
か
な
い
が
、
天
女
舞
の
規
範
を
示
す
例
と
し
て
、
〈
竿
ノ
哥
之
能
〉

を
書
写
し
て
、
世
阿
弥
が
禅
竹
に
与
え
、
ま
だ
若
い
禅
竹
が
、
そ
れ
を
規
模
と
し
て
天
女
舞
の
能
で
あ
る
〈
佐
保
山
〉
を
作
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
後
に
応
永
三
十
四
年
の
興
福
寺
演
能
の
折
り
、
十
郎
元
雅
が
脇
能
と
し
て
こ
の
曲
を
演
じ
た
の
は
、
「
佐
保
」
が
奈
良
と
い
う
場

に
相
応
し
、
し
か
も
最
も
華
や
か
な
天
女
舞
だ
っ
た
か
ら
、
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
〈
佐
保
山
〉
に
引
用
さ
れ
る
「
日
に
み
が
き
」
の
和
歌
が
「
家
持
集
」
に
見
え
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
国
歌
大
観
索
引
に
よ

れ
ば
、
建
暦
二
年1212

の
「
御
屏
風
和
歌
十
八
首
」
の
第
二
首
に
も
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
落
合
氏
は
、
キ
リ
の
「
韋
提
希
夫
人
」
に
つ
い
て
「
中
世
の
法
然
伝
記
類
に
は
、
賀
茂
明
神
の
本
地
を
韋
提
希
夫
人
と
す
る
説
」

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
重
要
な
発
見
だ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
〈
室
君
〉
の
「
根
底
に
は
「
罪
業
と
救
済
」

の
テ
ー
マ
が
あ
る
」
、
と
さ
れ
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
「
棹
の
歌
」
の
前
半
に
は
、
遊
女
の
境
遇
が
描
写
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
遊
女
に
言
及
す
る
と
き
の
定
型
表
現
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
底
流
す
る
テ
ー
マ
と
は
言
い
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
田
中

貴
子
氏
の
見
解
と
併
せ
て
み
て
も
、
そ
う
云
え
そ
う
で
あ
る
。
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3
〈
室
君
〉
と
犬
王

　
　

落
合
博
志
氏
「
犬
王
の
時
代
│
『
鹿
苑
院
西
国
下
向
記
』
の
記
事
を
紹
介
し
つ
つ
│
」
（
「
能
楽
研
究
18
号
」
、
平
6
・
3
）
は 

康
応

元
年1389
の
、
将
軍
足
利
義
満
の
西
国
下
向
記
録
を
中
心
に
、
犬
王
が
義
満
に
も
っ
と
も
近
侍
し
た
御
用
役
者
で
あ
り
、
当
時
の
能
界
の

第
一
人
者
だ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
画
期
的
な
論
文
で
あ
る
。
義
満
の
こ
の
旅
行
は
今
川
了
俊
の
「
鹿
苑
院
殿
厳
嶋
詣
記
」
（
群
書
類
従
）

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
落
合
氏
は
、
詳
細
に
記
述
さ
れ
た
「
鹿
苑
院
西
国
下
向
記
」
（
『
神
道
大
系
『
文
学
編
五
参
詣
記
』
昭
59
）

に
よ
っ
て
論
述
さ
れ
る
。
ま
ず
落
合
論
に
よ
り
、
そ
の
旅
の
概
要
を
見
る
。

　

足
利
義
満
一
行
（
随
行
者
は
義
満
の
縁
戚
日
野
氏
、
大
名
、
そ
の
子
弟
な
い
し
庶
流
、
近
習
、
僧
、
医
師
、
児
、
遁
世
者
三
人
、
猿
楽

三
人
）
は
康
応
元
年
三
月
四
日
に
都
を
出
発
、
兵
庫
の
津
か
ら
海
路
と
な
り
、
数
百
艘
（
百
よ
そ
う
ト
モ
）
の
大
船
団
で
西
を
目
指
し
、

十
一
日
厳
島
社
参
、
な
お
西
へ
進
ん
だ
が
十
四
・
十
五
日
は
風
浪
に
妨
げ
ら
れ
、
十
六
日
九
州
下
向
を
取
り
や
め
、
帰
京
と
な
る
。
二
十
五

日
、
播
磨
の
室
の
泊
に
着
き
上
陸
、
同
日
加
古
川
に
宿
し
、
二
十
六
日
兵
庫
を
経
て
都
に
入
っ
た
。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
「
室
の
泊
」
で
の
記
事
で
あ
る
。

　
「
厳
嶋
詣
記
」
で
は
「
風
あ
ら
く
浪
高
く
て
舟
ど
も
あ
ら
そ
ふ
」
と
い
う
状
態
の
中
で
上
陸
し
、
「
磯
ぎ
は
な
る
寺
」
で
休
む
。
（
以
下
、

落
合
論
を
引
く
）

　
　

 

守
護
赤
松
義
則
は
一
行
を
盛
大
に
も
て
な
し
た
（
中
略
）
な
お
『
鹿
』
に
室
で
の
出
来
事
と
し
て
「
又
犬
王
、
室
の
御
旅
泊
に
て
哥

仕
り
け
れ
ば
、
山
名
播
磨
守
よ
所
に
て
聞
、
感
の
あ
ま
り
に
犬
王
に
白
太
刀
、
愛
松
に
海
鮫
太
刀
送
け
り
」
と
い
う
話
を
伝
え
て
い

る
。
右
の
「
御
旅
泊
」
は
道
中
の
休
息
の
場
所
を
指
し
て
い
る
が
、
勿
論
犬
王
や
彦
王
・
愛
松
は
、
こ
の
旅
程
を
通
じ
て
折
々
の
宿

所
そ
の
他
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に
謡
や
舞
な
ど
を
披
露
し
て
義
満
ら
の
無
聊
や
旅
の
疲
れ
を
慰
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

同
席
で
き
な
か
っ
た
山
名
播
磨
守
に
つ
い
て
は
落
合
論
に
詳
し
い
の
で
、
そ
の
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
同
行
し
て
い
た
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も
う
一
人
の
役
者
彦
王
に
は
進
物
が
無
い
。
能
で
は
な
く
文
字
通
り
「
哥
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
犬
王
と
愛
松
の
二
人
が
謡
っ

た
の
が
「
竿
ノ
哥
」
だ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

　
　

①
室
の
泊
で
室
君
た
ち
が
竿
ノ
哥
を
歌
う
と
い
う
設
定
は
、
そ
の
場
に
相
応
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

③
将
軍
一
行
の
船
旅
が
室
ま
で
無
事
だ
っ
た
こ
と
。

　
　

③
今
後
の
将
軍
の
治
世
が
、
四
季
を
通
じ
て
豊
年
月
の
行
く
末
で
あ
る
の
を
予
祝
す
る
こ
と
。

　
　

④
棹
の
歌
の
前
半
に
「
近
江
の
海
」
を
二
度
も
歌
い
込
む
こ
と
（
近
江
猿
楽
が
歌
う
か
ら
）
。

　

こ
の
「
竿
ノ
哥
」
の
作
詞
者
は
犬
王
で
は
な
く
、
同
行
し
て
い
た
遁
世
者
の
筆
頭
、
義
満
に
最
も
近
侍
し
て
い
た
古
山
珠
阿
で
あ
っ
た

ろ
う
と
推
察
す
る
。

　

世
阿
弥
が
作
能
す
る
よ
う
に
な
る
前
、
観
阿
弥
・
犬
王
の
時
代
（
実
は
よ
り
古
く
か
ら
だ
が
）
、
和
漢
の
古
典
に
素
材
を
取
る
能
の
作
詞

者
は
、
そ
れ
ら
に
通
暁
し
た
僧
・
唱
導
・
武
士
・
遁
世
者
な
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
山
徒
の
唱
導
」
〈
四
位
の
少
将
〉
、
「
山
本
」
〈
地

獄
曲
舞
〉
、「
素
眼
」〈
葛
ノ
袴
〉
な
ど
の
例
が
世
阿
弥
伝
書
に
見
え
る
。
そ
れ
ら
か
ら
詞
章
の
提
供
を
受
け
て
、
猿
楽
役
者
が
節
付
け
を
し
、

一
曲
の
能
に
仕
立
て
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
観
念
で
は
そ
の
役
者
は
「
演
出
家
」
に
近
い
が
、
当
時
の
意
識
で
は
「
作
者
」
と
云
え
る
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
竿
ノ
哥
」
も
、
伊
勢
の
歌
の
処
理
な
ど
か
ら
見
て
も
、
犬
王
と
は
考
え
難
く
、
旅
の
同
行
者
に
よ
る
作
と
云
え
る
の

で
あ
る
。
今
川
了
俊
も
作
詞
者
候
補
の
一
人
だ
が
、
倉
卒
の
間
に
犬
王
と
こ
の
作
業
が
で
き
る
の
は
、
同
行
し
た
遁
世
者
で
あ
る
。
珠
阿

は
「
申
楽
談
儀
」
二
十
九
条
に
も
犬
王
を
叱
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
、
近
い
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
大
塔
物
語
」
（
続
群
書
類
従
）
に

遁
世
者
頓
阿
弥
の
異
能
ぶ
り
を
描
き
、
物
語
の
面
で
は
「
古
山
之
珠
阿
弥
之
弟
子
」
と
云
い
、
弁
舌
宏
才
は
師
匠
を
モ
ド
ク
程
の
上
手
だ

と
云
う
。
犬
王
に
詞
章
を
作
り
与
え
る
適
任
者
と
云
え
よ
う
。
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五
　〈
室
君
〉
（
〈
竿
ノ
哥
之
能
〉
）
と
元
〈
江
口
能
〉

　

帰
京
し
た
犬
王
は
早
速
、
完
曲
〈
室
君
〉
を
作
っ
た
筈
で
あ
る
。
将
軍
に
も
称
賛
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
〈
竿
ノ
哥
〉
を
能
と
し
て
演
じ
な

い
理
由
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
、
キ
リ
に
お
い
て
、
得
意
の
天
女
舞
を
演
じ
る
姿
を
韋
提
希
夫
人
と
す
る
こ
と
は
、
珠
阿
の

示
唆
が
あ
っ
た
か
ら
と
見
た
い
。
韋
提
希
夫
人
と
賀
茂
と
の
関
わ
り
は
、「
法
然
上
人
絵
伝
」
な
ど
浄
土
系
の
言
説
で
あ
り
、
珠
阿
な
ら
ば
、

室
に
お
い
て
登
場
さ
せ
る
知
識
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
犬
王
の
こ
の
舞
台
を
、
同
じ
御
用
役
者
の
世
阿
弥
が
見
て
、

天
女
舞
の
規
範
的
な
曲
と
し
て
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
棹
の
歌
の
段
と
韋
提
希
夫
人
の
天
女
舞
と
い
う
構
造
を
学
ん
で
、

場
を
室
か
ら
江
口
に
移
し
、
観
阿
弥
の
能
〈
江
口
遊
女
〉
を
取
り
込
ん
で
、
江
口
の
長
（
観
音
）
が
歌
舞
の
菩
薩
と
し
て
天
女
舞
を
舞
う
、

と
い
う
大
和
猿
楽
の
能
、
元
〈
江
口
能
〉
を
創
作
し
た
と
考
え
る
。

　
〈
室
君
〉
の
キ
リ
に
あ
る
「
実
相
無
漏
の
大
海
」
の
語
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
」
序
品
第
一
の
「
無
漏
実
相
」
を
淵
源
と
す
る
。
意
味
は
変

わ
ら
な
い
も
の
の
、
語
順
を
顛
倒
さ
せ
た
の
は
、
「
無
漏
」
に
「
室
」
を
か
け
て
、
「
室
の
大
海
」
を
響
か
せ
る
秀
句
の
た
め
で
あ
る
。
江

口
と
い
う
場
に
は
関
係
の
な
い
秀
句
で
あ
り
、
も
と
も
と
「
室
」
の
地
で
云
わ
れ
て
い
た
秀
句
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
六
　
お
わ
り
に
　
天
女
舞
か
ら
菩
薩
舞
へ

　

世
阿
弥
の
努
力
に
拘
わ
ら
ず
、
天
女
舞
は
変
わ
ら
ず
に
犬
王
の
表
芸
で
あ
り
続
け
た
で
あ
ろ
う
。
応
永
十
五
年1408

義
満
が
没
す
る
ま

で
、
犬
王
は
御
用
役
者
の
第
一
で
あ
り
、
応
永
二
十
年1413

に
没
す
る
ま
で
、
そ
の
名
声
は
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
将
軍
義
満
の
時

代
、
天
女
舞
は
猿
楽
の
舞
を
代
表
す
る
も
の
だ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
「
二
曲
三
体
人
形
図
」
で
、
最
も
多
く
の
梅
花
に
彩
ら
れ
た
天
女
舞
は
、

義
満
の
好
む
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
犬
王
が
没
し
て
、
天
女
舞
は
そ
れ
ま
で
の
光
輝
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
次
の
将
軍
義
持
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の
嗜
好
が
天
女
舞
に
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
元
〈
江
口
能
〉
の
、
天
女
が
舞
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
所
作
を
見
せ
る
「
歌
舞
の
菩
薩
」
か

ら
、
応
永
三
十
一
年
修
正
後
〈
江
口
能
〉
の
、
「
普
賢
菩
薩
」
へ
の
変
更
は
、
ひ
た
す
ら
に
華
や
か
さ
を
求
め
る
天
女
舞
を
、
静
か
な
菩
薩

舞
へ
と
変
身
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
世
阿
弥
に
よ
る
新
た
な
菩
薩
舞
の
創
造
で
あ
り
、
時
代
の
動
向
を
感
じ
た
世
阿

弥
の
試
み
だ
っ
た
と
云
い
た
い
。

注（
1
） 

世
阿
弥
自
筆
能
本
は
、
表
章
監
修
・
月
曜
会
編
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集
影
印
編
・
校
訂
編
』
（
岩
波
書
店
、
平
9
・
4
）
に
よ
る
。
次
の
も
の
を
含
む
。

 

　

宝
山
寺
蔵
九
曲
〈
盛
久
・
多
度
津
左
衛
門
・
江
口
・
雲
林
院
・
柏
崎
・
弱
法
師
・
知
章
〉

 

　

観
世
文
庫
蔵
四
曲
〈
難
波
梅
・
松
浦
・
阿
古
屋
松
・
布
留
〉

 

　

宝
山
寺
蔵
『
能
本
三
十
五
番
目
録
』

（
2
） 

田
口
1
に
お
い
て
、
私
は
世
阿
弥
が
「
改
訂
前
の
〈
江
口
〉
は
、
性
空
上
人
説
話
を
参
看
し
な
か
っ
た
」
と
考
え
て
い
た
、
撤
回
す
る
。
6
小
段
で

「
尊
い
人
の
夢
」
と
云
い
、
シ
テ
を
「
江
口
の
君
（
妙
）
」
で
は
な
く
、「
江
口
の
長
」
と
し
た
段
階
で
、
観
阿
弥
作
を
離
れ
、
シ
テ
が
「
歌
舞
の
菩
薩
」

と
な
る
伏
線
が
敷
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
3
） 

西
野
春
雄
氏
「
作
品
研
究
「
江
口
」
」
（
「
観
世
」
昭
48
・
9
）
は
、
当
時
の
研
究
段
階
を
示
し
て
い
る
。
〈
室
君
〉
も
参
照
し
、
〈
江
口
〉
の
「
後
シ
テ
・

ツ
レ
は
〔
下
リ
端
〕
で
登
場
し
、
渡
リ
拍
子
の
謡
を
歌
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。

 

〈
室
君
〉
先
行
説
は
、
堂
本
正
樹
氏
「
中
世
の
『
江
口
』
を
想
う
│
遊
女
文
化
と
し
て
の
仏
教
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
（
「
銕
仙

314
号
、
昭
59
・
2
）
、
八
嶌

正
治
氏
『
世
阿
弥
の
能
と
芸
論
』
（
三
弥
井
書
店
、
昭
60
）
、
味
方
健
氏
『
能
の
理
念
と
作
品
』
（
和
泉
書
院
、
平
11
）
な
ど
に
見
え
る
。
味
方
氏
が
諸

氏
の
論
を
引
く
。

 

（
文
教
大
学
名
誉
教
授
）


